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特集

第58回 中小企業団体静岡県大会
“組合  絆  ルネサンス”

～連携による新たな組合活動の開拓～

第
五
八
回
中
小
企
業
団
体
静
岡
県
大
会
が
、
一
〇
月

一
一
日
、静
岡
市
葵
区
の
し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル
「
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
」
で
、
組
合
関
係
者
を
は
じ
め
行
政
、
産
業
支
援

機
関
、
商
工
団
体
な
ど
約
四
八
〇
人
が
出
席
し
、
開
催

さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
円
高
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
中

小
企
業
の
経
営
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中
、「
組

合
　
絆
　
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
組
合
は
今
後
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
べ
き
か
を
組
合
理
念
の
原
点
に
立
ち
返
っ

て
提
言
を
行
っ
た
。

ま
た
大
会
に
先
立
ち
、
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
た
組

合
や
役
職
員
、
永
年
勤
続
従
業
員
を
称
え
る
表
彰
式
典

を
実
施
。
六
組
合
一
八
三
人
が
栄
に
浴
し
た
。

互
い
の
絆
で
、連
携
を
一
層
深
め
よ
う

開
会
に
あ
た
り
、
佐
野
光
治
会
長
は
、

「
今
年
は
国
際
協
同
組
合
年
で
も
あ
り
、
世
界

的
規
模
で
協
同
組
合
の
基
本
で
あ
る
共
に
助
け
合

う
精
神
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
組
合
の
絆
の
も
と

一
層
連
携
を
深
め
、
地
域
経
済
の
発
展
に
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
も
う
」
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
川
勝
平
太
県
知
事
は
、

「
日
本
を
支
え
て
い
く
力
を
本
県
か
ら
発
揮
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
。
組
合
の
連
携
力
に
大
い
に
期
待
す
る
」

と
呼
び
か
け
た
。

次
い
で
静
岡
県
議
会
の
小
楠
和
男
議
長
は
、

「
厳
し
い
経
済
環
境
が
続
い
て
い
る
が
、
経
済

発
展
の
原
動
力
で
あ
る
中
小
企
業
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
図
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

▲県内各地から多くの組合関係者が集まった
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第58回 中小企業団体静岡県大会

関
東
経
済
産
業
局
の
太
細
敏
夫
産
業
部
長
は
、

「
産
業
局
で
は
中
小
企
業
の
金
融
面
で
の
支
援

を
進
め
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
の

諸
問
題
の
解
決
に
も
注
力
し
て
い
く
。
皆
さ
ん
も

大
会
テ
ー
マ
に
あ
る
絆
の
持
つ
力
を
発
揮
し
、
大

い
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

連
携
に
よ
る
新
た
な
組
合
活
動
を
発
表

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
中
央

会
の
眞
鍋
隆
専
務
理
事
と
静
岡
県
中
央
会
の
村
田

雄
示
専
務
理
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

村
田
専
務
理
事
が
主
旨
を
述
べ
た
後
、
全
国
中
央

会
の
眞
鍋
隆
専
務
理
事
が
”組
合　

絆　

ル
ネ
サ

ン
ス
“
具
現
化
へ
の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

続
い
て
、
連
携
に
よ
る
新
た
な
組
合
活
動
に
つ

い
て
、
県
内
外
か
ら
出
席
の
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
た
（
内
容
の
詳
細
は
次

ペ
ー
ジ
参
照
）。

連
携
組
織
対
策
な
ど
十
項
目
を
盛
り

込
ん
だ
大
会
決
議
を
採
択

村
田
専
務
理
事
よ
り
、
静
岡
県
中
央
会
か
ら
の

提
言
を
述
べ
た
の
に
続
き
、山
﨑
純
男
副
会
長
が
、

組
合
等
連
携
組
織
対
策
の
拡
充
、
組
合
間
連
携
と

中
小
企
業
の
海
外
展
開
へ
の
支
援
、
消
費
税
引
き

上
げ
対
策
、
事
業
継
続
計
画
の
策
定
支
援
、
人
材

の
確
保
・
育
成
へ
の
支
援
拡
充
、
金
融
支
援
―
な

ど
の
十
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
決
議
を
朗
読
。

全
会
一
致
に
よ
り
採
択
さ
れ
、
今
後
、
実
現
に
向

け
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

”組
合 

絆 

ル
ネ
サ
ン
ス
“の

具
現
化
に
向
け
て

〜
い
ま
貢
献
で
き
な
く
て
い
つ
で
き
る
の
か
〜

　
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

眞
鍋 

隆 

専
務
理
事

東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
示
さ
れ

た
”
絆
“
”
相
互
扶

助
“
の
力
を
、
我
が

国
の
中
小
企
業
・
経

済
社
会
の
発
展
に
繋

ぐ
こ
と
が
、
今
の
中

央
会
関
係
者
の
使
命
。
”
組
合　

絆　

ル
ネ
サ

ン
ス
“
は
、
組
合
の
絆
の
力
で
被
災
地
そ
し
て

日
本
の
中
小
企
業
・
経
済
の
復
興
を
図
り
つ
つ
、

組
合
の
絆
の
力
自
体
の
復
興
を
図
る
、
と
い
う

意
味
を
持
つ
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
①
三
万
五
千
組
合
、

三
百
万
社
か
ら
成
る
中
央
会
の
絆
と
い
う
資
産

の
活
用
、
②
中
央
会
が
総
合
商
社
的
役
割
を
果

た
し
、
こ
の
資
産
を
活
用
し
て
組
合
間
連
携
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
す
、
③
総
合
商

社
的
役
割
か
ら
”マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
“
と
い
う

発
想
で
中
央
会
活
動
を
見
直
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
、
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
開
を
図
っ

て
い
く
。

全
国
中
央
会
で
は
、
全
国
約
千
人
の
中
央
会

職
員
の
力
を
結
集
し
、
情
報
の
共
有
か
ら
始
め

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
復
興
組
合

の
設
立
や
組
合
に
よ
る
事
業
継
続
計
画
の
策
定
、

組
合
の
力
で
リ
ス
ク
を
低
減
し
た
海
外
展
開
、

農
林
水
商
工
連
携
や
異
分
野
連
携
な
ど
と
い
う

形
で
”組
合　

絆　

ル
ネ
サ
ン
ス
“
を
具
現
化

さ
せ
た
い
。

関東経済産業局

太細敏夫 産業部長
静岡県議会

小楠和男 議長
静岡県

川勝平太 知事
静岡県中央会

佐野光治 会長
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パネラーによる事例発表

本
場
さ
ぬ
き
う
ど
ん
協
同
組
合

理
事
長 

大
峯
茂
樹
氏

香
川
県
で
は
中
西

部
を
中
心
に
、
正
月

に
な
る
と
う
ど
ん
に

梅
干
し
を
添
え
て
食

べ
る
風
習
が
あ
る
。

こ
れ
を
逃
す
手
は
な

い
と
県
内
の
う
ど
ん
、

製
麺
、
素
麺
の
三
組
合
等
が
中
央
会
の
支
援
の

も
と
で
協
議
会
を
組
織
し
、
こ
の
う
ど
ん
を
「
年

明
け
う
ど
ん
」
と
し
て
P
R
を
展
開
。
さ
ら
に
、

さ
ぬ
き
う
ど
ん
ブ
ラ
ン
ド
保
護
の
た
め
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
作
成
し
、
商
標
登
録
も
行
っ
た
。

ま
た
、
野
菜
の
摂
取
率
が
全
国
的
に
か
な
り

低
い
こ
と
を
危
惧
し
た
香
川
県
庁
の
担
当
者
か

ら
の
相
談
に
応
え
る
形
で
、
協
議
会
が
「
さ
ぬ

き
や
さ
い
う
ど
ん
」
を
開
発
。
野
菜
に
因
ん
で
、

今
年
の
八4

月
三
一
4

4

日
に
披
露
し
た
。

う
ど
ん
と
素
麺
は
ラ
イ
バ
ル
と
見
ら
れ
が
ち

だ
が
、
手
延
べ
う
ど
ん
も
あ
り
、
同
じ
手
延
べ

麺
と
し
て
正
月
用
商
品
を
展
開
し
よ
う
と
こ
ち

ら
か
ら
働
き
掛
け
て
も
い
た
。
ま
た
、両
組
合
が
、

互
い
に
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
合
う
こ

と
で
連
携
し
、
互
い
の
絆
を
強
め
て
き
て
い
る
。

本
誌
六
ペ
ー
ジ
に
あ
る
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー

の
カ
ッ
プ
め
ん
に
つ
い
て
は
、
商
標
登
録
後
に

先
方
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
。
こ
の
こ
と

を
、
県
を
通
じ
て
香
川
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
に
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
県
内
外
に
大
々

的
に
P
R
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
年
明
け
う
ど
ん
を
展
開
で
き
た
の

も
、
他
の
組
合
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
機
関
や

多
く
の
方
々
と
の
交
流
と
連
携
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
考
え
て
い
る
。

東
海
事
業
協
同
組
合理

事
長 

増
田
弘
憲
氏

我
々
の
組
合
は
、
例

え
る
な
ら
ば
「
一
艘
の

船
」。組合

員
の
業
種
は

異
な
る
け
れ
ど
も
、

互
い
に
海
外
進
出
と

い
う
目
的
で
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
が
他
の
多
く
の
組
合
と
大
き
く

違
う
点
で
あ
る
。

組
合
で
は
第
一
弾
と
し
て
、
二
〜
四
次
下
請

け
の
企
業
で
あ
る
組
合
員
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
所
と
な
る
よ
う
、
各
社
の
海
外
展
開
を
支

援
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
の
求
め
に
応
じ
、
資
材
の
輸
入

代
理
業
務
や
、
組
合
員
で
不
要
と
な
っ
た
機
械
や

設
備
な
ど
を
海
外
に
移
す
事
業
も
手
掛
け
て
い
る
。

現
在
、
組
合
が
柱
に
据
え
て
い
る
の
は
、
分

野
の
異
な
る
企
業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う

特
徴
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

広
が
り
に
よ
る
事
業
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一

線
を
退
い
た
国
内
の
熟
練
者
を
進
出
先
で
再
雇

用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
技
術
や
経
験
を
現
地
で

活
か
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
。
日
系
企
業

だ
け
で
な
く
、
現
地
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
も
そ
の

対
象
に
考
え
て
い
る
。

国
内
製
造
業
の
海
外
依
存
度
が
八
割
を
超
え

て
い
る
現
在
、
国
内
製
造
業
の
空
洞
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
周
辺
産
業
へ
の
影
響
も
深
刻
な
も

の
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
海
外
展
開
を
図
る
の

で
あ
れ
ば
今
。
迷
っ
て
い
る
時
で
は
な
い
。
そ
う

し
た
背
景
か
ら
、
我
々
も
組
合
設
立
を
急
い
だ
。

こ
の
一
、二
年
を
逃
す
と
身
動
き
が
で
き
な
く
な

る
と
い
う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

福
井
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

直
前
会
長 

寺
本
光
宏
氏

異
業
種
に
よ
る
組

織
の
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
を
重
視
。
そ
れ
に

は
ま
ず
相
互
の
信
頼

が
大
切
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
全
会
員
対
象
の
会
議
で

も
、
時
間
が
二
時
間
あ
る
な
ら
ば
最
初
の
一
時

間
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
に
割
き
、
と
に
か
く
会

員
相
互
の
交
流
に
努
め
て
き
た
。

本
誌
六
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
「
ど
う
せ
買
う
な
ら

運
動
」
も
、
カ
タ
ロ
グ
の
効
果
と
い
う
よ
り
”ど

う
せ
買
う
な
ら
“
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
効
果
。

実
際
、
一
年
目
の
売
上
の
う
ち
八
割
は
役
員
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
次
第
に
会
員
に
広
が
り

を
見
せ
、
三
年
間
の
累
計
で
一
億
円
を
売
り
上
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
会
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
信
頼
関
係
が
広
が
っ
た

た
こ
と
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
互
い
の
組
合
を
知
る
こ
と
を

目
的
に
「
ふ
く
い
青
年
中
央
会
ま
つ
り
」
を
開

催
。
出
展
者
に
は
組
合
事
業
の
展
示
に
特
化
さ

せ
、
取
扱
品
以
外
の
販
売
な
ど
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
条
件
を
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
地
元
マ

ス
コ
ミ
も
巻
き
込
み
、
一
般
に
向
け
て
大
々
的

に
行
う
こ
と
で
、
好
評
を
得
る
イ
ベ
ン
ト
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

組
合
間
連
携
の
ヒ
ン
ト
は
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
”ポ
ッ
“
と
出
る
も

の
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
、
い

か
に
多
く
の
信
頼
関
係
を
築
く
か
が
秘
訣
だ
と

確
信
し
て
い
る
。
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第58回 中小企業団体静岡県大会

大会決議
一
．�地
域
経
済
を
牽
引
す
る
中
小
企
業
の
さ
ら
な
る
連

携
強
化
の
た
め
、
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
の
一

層
の
充
実
・
拡
大
を
進
め
、
中
小
企
業
組
合
及
び

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
基
盤
と
機
能
の
強
化
を

図
る
こ
と

一
．�連
携
の
規
模
が
大
き
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
事
業

展
開
が
期
待
で
き
る
組
合
間
連
携
を
中
心
に
、
組

合
員
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
新
た
な
活
動
展
開
に

対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

一
．�円
高
等
に
よ
る
中
小
企
業
の
生
産
拠
点
の
海
外
移

転
が
進
む
中
、
産
業
の
空
洞
化
の
防
止
対
策
を
早

急
に
実
施
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
積
極
的
に
国
際

展
開
を
図
ろ
う
と
す
る
中
小
企
業
に
対
し
、
支
援

を
講
じ
る
こ
と

一
．�県
内
各
地
域
の
商
店
街
等
に
あ
っ
て
は
、
大
型
店

の
出
店
等
に
よ
り
空
き
店
舗
が
目
立
ち
、
商
店
街

が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
し
た
大
胆
な
発
想
に
よ
る
支
援
を
強
化

す
る
こ
と

一
．�中
小
企
業
の
受
注
確
保
に
対
す
る
環
境
が
極
め
て

厳
し
い
状
況
の
中
、
受
注
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
官
公
需
適
格
組
合
へ
の
優
先
的
業
務
の
発
注
、

分
離
・
分
割
発
注
に
よ
る
少
額
工
事
発
注
機
会
の

拡
大
を
促
進
す
る
こ
と

一
．�平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
、
段
階
的
に
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
率
引
き
上
げ
を
見
据
え
て
、
中
小

企
業
が
適
正
に
価
格
転
嫁
で
き
る
よ
う
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
へ
の
影
響
を
十
分
配

慮
し
、
慎
重
な
対
応
に
努
め
る
こ
と

一
．�東
海
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
が
予
測
さ
れ
る

中
、
大
規
模
な
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
組
合
及
び
組
合
員
企
業
は
、
緊
急
時
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
位
置
付
け
、
事
業
継
続

計
画
（
B
C
P
）
策
定
推
進
や
設
備
投
資
支
援
策

等
の
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

一
．�若
手
人
材
の
技
術
・
技
能
の
確
保
・
育
成
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
・
技

能
を
円
滑
に
承
継
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
中

小
企
業
の
生
き
残
り
の
た
め
の
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
人
材
の
確
保
・
育
成
に
対
す
る

総
合
的
な
支
援
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と

一
．�電
力
は
産
業
の
糧
。
今
後
、
中
小
企
業
の
地
域

経
済
や
地
域
雇
用
へ
の
貢
献
と
成
長
を
支
え
る
た

め
、
省
エ
ネ
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
支
援
を

は
じ
め
、
電
力
の
安
価
な
安
定
供
給
に
配
慮
す
る

こ
と

一
．�来
年
三
月
に
最
終
期
限
が
到
来
す
る
「
中
小
企
業

金
融
円
滑
化
法
」
で
、
経
営
へ
の
影
響
が
大
き
く

懸
念
さ
れ
る
中
小
企
業
に
対
す
る
出
口
支
援
及
び

再
生
・
再
建
支
援
策
の
充
実
に
努
め
る
こ
と

静岡県中央会からの提言
静岡県中小企業団体中央会

専務理事 村田雄示

■連携のメリットと共同事業の新たな展開
いま組合に求められているのは、組合員が置かれている

経営環境に対応した新しい連携、あるいは新しい共同事業
の構築である。
環境問題や市場の創造など、まさに組合組織をフル活用

して、従来とは違った連携先の模索や新しい発想の共同事
業を具現化していかなければならない。
■連携による共同事業を具現化するための取り組み
①参加者の意識形成
かつて、多くの異業種交流グループが生まれたが、具体

的な成果を残せずに消えていったものも多い。複数の組合
や組合員企業が参画する組合間等の連携も、こうした状況
に陥る危険性が常にあることに留意する必要がある。この
ため、「新製品や新技術を開発する」「販路開拓で需要の拡
大を図る」といった、具体的な目標として参加者が共有す
る意識形成を図ることが必須である。
②リーダーシップとメンバーシップ
連携活動の参加者をまとめるリーダーの資質によって

事業の成否は大きく左右される。また、リーダーの想いを
具体化していくためにはメンバーの協力も不可欠である。
メンバーシップがあって、はじめてリーダーシップが発揮
されることに留意しなければならない。
③実態把握と役割分担の明確化
組合間等の連携による共同事業を展開する場合、組合及

び傘下の組合員がどのような経営資源を有しているかが
ポイントとなる。また、組合及び組合員の実態を踏まえた
上での着実な計画の策定が必要である。連携して事業を進
める際は、関わるメンバーが多数に上るため、役割分担や
責任の所在が不明確・不明瞭になることが多い。連携活動
を計画的に進めるためには、担当や役割分担を明確にする
と同時に、成果や進捗状況をメンバー間で共有し、PDCA
サイクル（Plan（計画）-Do（実行）-Check（評価）-Act（改善））
を回しながら、今後の改善・改良につなげていくことが重
要である。

④組合としての将来計画
　組合間等の連携には、将来に向けてどのように展開して
いくかのビジョンが不可欠となる。中小企業を取り巻く環
境変化が一段と厳しさを増す中で、異分野の組合や企業と
の交流からもたらされる新たな情報や技術を有効に活用
していくためにも、将来に向けた方向性を明確化すること
は重要となる。また、組合員の事業内容が変化し、組合活動
と組合員企業の戦略ミスマッチが発生すると、組合活動の
停滞を招くことにもつながる。こうした事態を避けるため
にも、組合員の意見を踏まえた組織としての計画づくりが
望まれる。
■組合間連携、
　そして中央会間連携で新たな活路を切り拓く
組合間の連携による取り組みは、新たなビジネスチャン

スに挑むことを意味する。組合間連携を強化することで、
今までにないダイナミックかつ、一組合だけでは実現の難
しかった事業の展開が期待でき、可能となる。
そのためには、まず組合間の情報交換や事業連携に結び

つけるための機会をつくり、交流を促進し、連携の可能性
を研究するマッチング支援を行う必要がある。
そこで本会では「御用聞き組合システム」を活用し、職

員一人一人が、組合間連携につながる様々な情報の収集に
努め、共有化を図る。そして、組合に対しては連携の有効性
に加え、組合連携の可能性の提案とベストパートナーの紹
介・斡旋、さらには事業のコーディネートにも取り組み、組
合間連携の促進を図っていく。
また、全国中央会を核に各都道府県中央会が連携を図

り、全国規模での組合間連携促進の仕組みづくりも提案し
ていきたい。今後も中央会スタッフ個々のさらなるスキル
アップを図り、より幅広い分野の支援要請に対応してい
く。そして組合と組合員、組合と地元の中央会、地元の中央
会と全国中央会を初めとする各都道府県中央会とが一体
となって、様々な経営課題を克服していくことこそ最も重
要な事項と捉え、様々な展開を図る所存である。
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今大会のテーマは「組合　絆　ルネサンス」。ここでは、組合や組合員が自らの強みや特性を活かし、他の組合や組合員
と連携し事業を展開する「組合間連携」で大きな成果を挙げている静岡県内外の組合・団体の事例を紹介する。

連携による新たな組合活動の紹介

多
様
性
の
メ
リ
ッ
ト

組
み
合
わ
せ
の
メ
リ
ッ
ト

組
み
合
わ
せ
の
メ
リ
ッ
ト

〜 「年明けうどん」を提唱し、新たな市場を創出する 〜
本場さぬきうどん協同組合（香川県高松市）

［連携の背景］
　平成20年の「世界麺フェスタ2008inさぬき」を機に、麺関係業者の情報交換の場をとの
声が高まった。折しも小麦粉の高騰や台湾での商標問題など、一業種の組合では対処が難し
い問題が発生。同年7月、組合の提唱で香川県製粉製麺（協）、小豆島手延素麺（協）、さぬき
うどん研究会が連携し、さぬきうどんと素麺の振興と発展を目的とした「さぬきうどん振興
協議会」が設立された。
［連携の内容］
　香川県では年頭、純白のうどんに紅色のものを添えて食することで、その年の人々の幸せ
を願ってきた。協議会は、このうどんを「年明けうどん」として提唱。公式ロゴの作成や商
標の登録などを通じ、全国向けのPR活動を繰り広げている。なお、商標の使用料は、うどん
店や製麺業など、うどん商品を提供する業種に限り無料としている。
［連携の成果］
　こうした活動が奏功し、商標使用申請が殺到。大手食品メーカーの人気カップ麺にも登場
するなど、新たな市場を創出した。また、一般消費者限定の「年明けうどんレシピコンテスト」
を開催して浸透を図るとともに、食品製造業者などを対象にアンケート調査を実施。年明け
うどんの認知度や製造・販売の状況を把握し、今後に反映させる。

〜 異業種連携による海外事業展開への支援を図る 〜
東海事業協同組合（浜松市）

［連携の背景］
　楽器、二輪などの静岡県西部地域の中小製造業は地元産業の牽引役であったが、大手の海
外シフトの進展や国内の空洞化などから、海外に活路を求める中小企業が増加。しかし、資
金力や経験が少なく、現地での法務や商習慣など多くの課題を抱えていた。この課題を解決
するため、浜松市内の建設業や運送業、人材派遣業など異業種の中小企業10社で組合を設立
した。
［連携の内容］
　事業は、海外事業展開に関する相談窓口の設置。インドネシアに拠点を持つ組合員を中心
としたネットワークで現地情報を収集する。また、大手企業の現地法人の幹部経験者が、事
業展開や行政手続きなどの相談に応じる。他にも専門家の助言や現地への同行調査、資材の
共同調達などを通じ、組合員の経営を支援している。今後は、余剰設備の海外への売却や製
品輸出の仲介なども視野に入れている。
［連携の内容］
　今年5月、インドネシアのジャカルタと浜松市の姉妹都市であるバンドンの企業の視察調
査を実施。10月には組合員の現地事務所に、日本人と現地スタッフの計10人体制で、イン
ドネシア事務所を開設した。組合員は以前からある異業種交流会を母体に、各社のノウハウ
やネットワークを有機的に結びつけることで、組合の活動に広がりを持たせている。

〜 信頼関係の構築で、会員間ビジネスを実現 〜
福井県中小企業団体青年中央会（福井県福井市）

［連携の背景］
　同会ではこれまで、経営研修や視察研修、交流事業会など多彩な事業を展開。平成20
年のリーマンショックを機に、少しでも各会員の売上に繋がる仕掛けを考えるようになっ
た。そこで自らが県内最大の異業種交流組織であることを再確認し、「Businessオン
Communication」をスローガンに、互いの信頼がビジネスを生む展開を始めた。
［連携の内容］
　会では、委員会を持ち回りで担当役員の会社で開き終了後に会社見学会を行う、交流事業
では参加者は名前入りの大きなゼッケンを付けるなど様々な仕掛けを展開。こうして築いた
信頼関係を基に、必要なものはできる限り会員から購入する『どうせ買うなら運動』を平成
21年に発足、「どうせ買うならカタログ」を作成し全会員に配布した。翌年には「ビジネスメー
ルエクスプレス（BME）」を始め、登録者に技術や販路開拓の相談・協力など相互に情報交換
できる仕組みを通してビジネス支援を行っている。
［連携の成果］
　『どうせ買うなら運動』では、平成21年からの累計で1億円を売り上げた。現在はウェブ
版カタログを青年中央会のホームページに掲載、広く一般にも利用を呼び掛けている。また
BMEの登録者数は、昨年11月現在313名（全会員の42.9%）に達している。
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第58回 中小企業団体静岡県大会

組
み
合
わ
せ
の
メ
リ
ッ
ト

共
助
の
メ
リ
ッ
ト

垂
直
展
開
の
メ
リ
ッ
ト

〜 組合間連携による新商品開発で組合のブランド力を向上させる 〜
新潟県すし商生活衛生同業組合（新潟県新潟市）

［連携の背景］
　組合（以下 すし組合）では、売上や組合員減少の打開策として、新潟の食をアピールする
素材や手法を研究。地元の魚や食材を活用したブランド化での生き残り策を模索していた。
一方で新潟漁業協同組合（以下 新潟漁協）は、地元産魚介類のブランド化や未利用魚の加工
品の開発を進めていた。こうした中、新潟県中央会の仲介で、すし組合と新潟漁協、さらに
観光業者が連携し新潟産魚介類のブランド化戦略に取り組んだ。
［連携の内容］
　すし組合と新潟漁協が連携し、新メニュー「極み」を開発。「極み」は旬の地元産最高級魚
介類を使った10カン3,000円の握りずしと、新潟漁協が開発した「南蛮エビ魚醤油」を組み
合わせたもの。南蛮エビは一般的に甘エビと呼ばれ、「南蛮エビ魚醤油」は魚醤油特有の雑味
や臭みが出ない速熟法による新たな製品である。両組合は農商工連携事業の認定を受け、ア
ンコウなど様々な素材による魚醤油の開発にも取り組んでいる。
［連携の成果］
　「極み」はすし組合の組合員のみ使用が許され、組合のブランド力向上と組合員の減少を留
める効果を挙げた。また、大手旅行代理店などへの企画提案やメディアでの紹介が関東圏か
らの集客に繋がり、地域振興と組合員の売上に寄与している。組合では「極み」や「魚醤油」
の取り扱いに厳格な基準を設け、丁寧に商品を紹介し新潟の寿司や魚介類のブランド力向上
を図っている。

〜 全国初！災害時の相互応援協定“お互い様BC連携ネットワーク”を締結 〜
神奈川県メッキ工業組合（神奈川県横浜市）

［連携の背景］
　メッキ加工業は高い技術を有する設備産業であり、災害が起きると再稼働に相当の時間がか
かるため、以前からBCP（事業継続計画）などの必要性が言われてきた。こうした中、組合
では平成21年、災害時の応急支援物資や資材の供給・要員派遣・代替加工先紹介などを組合
員8社が相互に行う登録制度を制定。さらに先行2社が代替生産する相互委託契約を締結した。
［連携の内容］
　この組合員間相互委託契約に続き、平成23年には、県域を越えた災害時の相互応援協定「お
互い様BC連携ネットワーク」を新潟県鍍金工業組合と締結した。協定書では、災害時の応援
業務として、被災組合員に対する①備蓄品による応急支援物資・資材の供給、②応急対策及
び復旧作業に従事する登録組合員の派遣、③代替の加工先の紹介を規定するほか、経費負担
や応援の調整、連絡会設置などの項目が定められている。
［連携の成果］
　今回の協定締結で要員と生産体制が確保され、顧客に非常時でも生産が可能なことを示せ
るようになった。また、広域災害の影響を同時には受けにくいと考えられる太平洋側と日本
海側の組合同士の協定により、発災時の対応も可能となった。遠隔地の同業者組合と連携す
ることでBCPの有効な策定と運用につなげている。

〜 木材・住宅関連組合が連携し、“木の地産地消”を推進 〜
ききしず（静岡市）＊静岡木材業（協）、清水港木材（協）、静岡製材（協）、静岡大工建築業（協）他9組合・団体

［連携の目的］
　「静岡市で産出される木材（静岡市産材）は大変良い素材で、さらに静岡市産材を使った素
晴らしい商品や優れた木工技術を持つ企業をもっと知ってほしい」との思いから、静岡市産
材の素材提供から製造、販売に携わる13の組合・団体が連携し「ききしず」というグループ
を設立。静岡市の協力を得て、静岡市産材の認知度向上やブランド化、市産材活用商品の開
発と販路拡大等に取り組んでいる。
［連携の内容］
　静岡市産材を活用した日常生活品を検討。その結果、静岡市産ヒノキの壁面材にu型の加工、
取り付け家具にr型の金具を利用しながらも、金具を見せずに壁面を夢ある空間に変えるオリ
ジナル商品「ur」を開発した。また、静岡市産材活用推進情報センター「ききしず」を、平
成23年7月から半年間、静岡市葵区呉服町に開設。木造住宅の施工例や内装の紹介、一般消
費者向けのセミナー等を開催し、静岡市産材の認知度向上やブランド化、消費者ニーズの把
握を図った。
［連携の成果］
　開発した壁面ユニット「ur」は、より一層の強度を持たせ、施工現場での加工もし易くす
るため、u型、r型それぞれの形状修正を行った。その後は公的試験機関での検査を経て仕様
を決め、今年中の商品化を予定している。また、今年度、グッドデザイン賞（Gマーク）に
初めて応募した。
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県
大
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

組
合
制
度
の
普
及
と
組
合
の
育
成
・
強
化
に
尽

く
し
、
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
四
名
が
産
業

振
興
功
労
表
彰
を
、
事
業
運
営
・
財
務
内
容
な

ど
が
健
全
、
優
良
で
あ
る
六
組
合
及
び
業
界
の

育
成
・
指
導
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
と

認
め
ら
れ
た
四
名
が
産
業
振
興
知
事
褒
賞
を
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。

川
勝
県
知
事
か
ら
、
表
彰
状
や
褒
賞
が
手
渡

さ
れ
た
。

県
中
央
会
会
長
表
彰
で
は
、
組
合
職
員
九
名
、

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
の
三
五
年
勤
続
の

部
一
四
名
、
二
五
年
勤
続
の
部
五
二
名
、
一
五

年
以
上
勤
続
の
部
一
〇
〇
名
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
に

浴
し
た
。

受
賞
者
・
受
賞
組
合
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

髙
橋
正
幸		

静
岡
県
家
具
工
業
組
合 

理
事
長

神
田
勝
史	

	

静
岡
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合 

理
事
長

上
村
計
介		

静
岡
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合 

理
事
長

澤
田
　
稔		

静
岡
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組

合 

理
事
長

表　彰　式
6組合183名が
栄えある受賞

知
事
表
彰
　
産
業
振
興
功
労
表
彰
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第58回 中小企業団体静岡県大会

勝
又
亥
太
郎

　
御
殿
場
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合 

理
事
長

高
田
雅
司

　
企
業
組
合
針
谷
建
築
事
務
所 

理
事
長

　
原
欣
一
郎

　�

焼
津
鮮
魚
介
小
売
商
業
協
同
組
合 

理
事
長

藤
田
欣
作�

　
掛
川
工
業
団
地
協
同
組
合 

理
事
長

伊
東
造
園
事
業
協
同
組
合

�

（
伊
東
市
・
杉
山
光
男 

理
事
長
）

フ
ァ
イ
ン
ネ
ッ
ト
協
同
組
合

�

（
富
士
市
・
林
　
康
恵 

理
事
長
）

焼
津
蒲
鉾
商
工
業
協
同
組
合

�

（
焼
津
市
・
増
田
泰
久 

理
事
長
）

静
岡
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合

�

（
藤
枝
市
・
一
色
伸
一 

理
事
長
）

北
遠
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協
同
組
合

�

（
浜
松
市
・
志
津
兼
吉 

理
事
長
）

西
部
合
材
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

�

（
浜
松
市
・
岡
本
彦
一 

理
事
長
）

組
合
優
良
職
員

川
村
輝
男�

三
島
沢
地
工
業
団
地
協
同
組
合 

事
務
局
長

磯
川
義
幸��

伊
東
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組
合

 

専
務
理
事
兼
事
務
長

若
林
晃
一��

協
業
組
合
富
士
宮
ガ
ス
供
給
セ
ン

タ
ー 

事
務
長

中
村
　
良�

清
水
港
木
材
産
業
協
同
組
合 

総
務
部
次
長

芳
村
昌
治�

静
岡
給
食
協
同
組
合 

理
事
・
総
務
部
長

山
下
礼
子�

静
岡
県
銑
鉄
鋳
物
工
業
組
合 

事
務
局
長

高
山
良
男�

浜
松
湖
南
工
業
団
地
協
同
組
合 

事
務
局
長

中
村
善
彦�

浜
岡
自
動
車
協
業
組
合 

事
務
長

瀬
崎
と
き
子�

静
岡
共
済
協
同
組
合 

事
務
局

永
年
勤
続
優
良
従
業
員

・
勤
続
三
五
年
以
上
の
部
　
一
四
名

・
勤
続
二
五
年
以
上
の
部
　
五
二
名

・
勤
続
一
五
年
以
上
の
部
　
一
〇
〇
名

産
業
振
興
知
事
褒
賞
　
組
合
功
労
者

産
業
振
興
知
事
褒
賞
　
優
良
組
合

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰
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平
成
八
年
の
組
合
青
年
部
会
長
就
任
を
経

て
平
成
十
一
年
に
理
事
に
。
そ
の
後
、

副
理
事
長
を
三
期
務
め
、
今
年
五
月
の
通
常

総
会
で
推
さ
れ
て
理
事
長
に
就
任
し
た
。

「
自
分
に
と
っ
て
組
合
は
必
要
な
組
織
。

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
引
き
受
け

ま
し
た
」。

就
任
直
後
、
”胆
管
が
ん
問
題
“
に
組
合

全
体
が
揺
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

「
ま
さ
に
降
っ
て
湧
い
た
話
。
ま
ず
は

状
況
の
把
握
と
対
応
策
を
練
る
べ
く
、
事

務
長
と
全
国
団
体
の
胆
管
が
ん
防
止
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
の
後
、
県
内
で
も
発
症
者
一
名
が
確

認
さ
れ
た
と
の
報
道
が
流
れ
た
。

「
こ
れ
以
上
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
、

組
合
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
組

合
員
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
し
た
」。

理
事
会
で
、
胆
管
が
ん
防
止
特
別
セ
ミ

ナ
ー
の
独
自
開
催
を
決
定
。
員
外
同
業
者

に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
と
し
、
地

元
紙
に
案
内
記
事
を
掲
載
し
た
。

「
当
日
は
百
名
近
く
の
参
加
を
得
ま
し

た
。
被
害
防
止
策
に
戸
惑
う
意
見
も
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
員
外
の
参
加
者
か
ら
感
謝

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
。
開
催
し
て
よ
か
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」。

し
か
し
、
胆
管
が
ん
対
策
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
と
言
う
。

「
各
社
の
ケ
ー
ス
に
対
応
し
た
素
人
に
も

分
か
り
易
い
情
報
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、

換
気
関
係
の
設
備
や
測
定
専
門
業
者
の
紹

介
も
手
掛
け
て
い
き
た
い
。
今
ま
さ
に
、

組
合
の
あ
り
方
が
試
さ
れ
て
い
る
時
で
す
」

と
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
る
。

人
材
の
確
保
・
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
。

「
一
昨
年
か
ら
組
合
で
取
り
組
ん
で
き

た
”中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
“
が

最
終
年
度
に
入
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
や

先
進
事
例
の
視
察
を
活
発
に
行
う
こ
と
で
、

多
く
の
組
合
員
の
雇
用
環
境
が
改
善
さ
れ
、

よ
り
良
い
人
材
を
育
て
る
体
制
が
整
っ
て

き
て
い
ま
す
」
と
そ
の
効
果
に
期
待
す
る
。

来
年
度
以
降
も
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の

様
な
取
り
組
み
を
続
け
よ
う
と
模
索
中
だ
。

理
事
長
就
任
後
、
半
年
が
経
過
し
た
。

「
組
合
は
情
報
交
換
の
場
。
情
報
を
受

信
す
る
だ
け
で
な
く
、
些
細
な
こ
と
で
も

発
信
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
今
回
の
胆

管
が
ん
の
件
で
組
合
の
存
在
も
見
直
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
組
合
の
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
が
役
に
立
つ
こ
と
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」。

静
岡
市
清
水
区
で
百
年
以
上
続
く
老
舗

印
刷
会
社
の
三
代
目
。
大
学
の
経
営
工
学

部
を
卒
業
後
、
都
内
で
の
修
業
を
経
て
入

社
。
し
か
し
経
営
や
経
理
の
面
が
不
案
内

で
あ
っ
た
め
、
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

の
後
継
者
コ
ー
ス
で
一
年
間
下
宿
し
な
が

ら
学
ん
だ
経
験
を
持
つ
。

趣
味
は
打
楽
器
の
演
奏
。
清
水
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に
所
属
す
る
、
ベ

テ
ラ
ン
の
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
奏
者
だ
。

「
今
年
八
月
の
清
水
文
化
会
館
マ
リ
ナ
ー

ト
の
こ
け
ら
落
と
し
で
も
演
奏
し
ま
し
た
。

気
分
転
換
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
よ
」。

静岡県印刷工業組合
西貝誠一 理事長

より安心・
安全な職場づくりを
陣頭に立ち
組合員をリードする

組合活性化情報
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組合の動き

静
岡
県
中
央
会
主
催
（
県
職
員
協
会

共
催
）
に
よ
る
組
合
事
務
局
代
表
者
会

議
が
九
月
一
二
日
、
静
岡
市
の
ク
ー

ポ
ー
ル
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
、
講
演
会
と
情
報
交
換
会
の

二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
組
合
役
職
員
ら

九
〇
人
が
出
席
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し
て

中
央
会
の
山
﨑
純
男
副
会
長
が

「
本
会
四
大
行
事
の
一
つ
で
あ
る
こ

の
会
議
に
ご
参
加
の
皆
様
の
組
合
が
、

よ
り
一
層
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
挨
拶
。

続
く
第
一
部
で
は
、
静
岡
県
経
済
産

業
部
商
工
業
局
の
望
月
誠
局
長
が
”静

岡
県
の
経
済
産
業
施
策
に
つ
い
て
“
と

題
し
て
講
演
し
た
。

望
月
局
長
は
、
産
業
施
策
が
目
指
す

姿
と
し
て
、

「
本
県
の
産
業
構
造
は
欧
米
中
心
の

輸
出
型
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
が
大
き
か
っ
た
」
と
し
た
上
で
、

「
新
興
国
へ
の
対
応
の
仕
組
み
な
ど

を
築
い
て
い
く
と
と
も
に
、
県
内
産
業

が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
成
長
が

期
待
で
き
る
分
野
へ
応
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
強
調
。

「
六
次
産
業
化
や
新
産
業
集
積
ク
ラ

ス
タ
ー
の
推
進
を
は
じ
め
、
産
業
を
支

え
る
人
材
の
育
成
や
中
小
企
業
の
経
営

革
新
を
促
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
東

名
を
活
用
し
た
内
陸
部
の
産
業
振
興
を

図
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
情
報
交
換
会
で
は
、

全
国
中
央
会
振
興
部
の
中
澤
善
美
部
長

と
静
岡
県
中
央
会
の
幹
部
職
員
が
、
支

援
方
針
や
具
体
的
な
支
援
内
容
を
説
明
。

出
席
者
と
の
間
で
、
B
C
P
策
定
や

組
合
間
連
携
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い

て
、活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

で
、
無
意
識
で
も
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
」
と
強
調

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
枕
や
布
団
の
選
び
方

に
関
す
る
質
問
も
寄
せ
ら
れ
、
寝
具
専

門
店
な
ら
で
は
の
回
答
を
述
べ
た
。

講
演
に
続
き
参
加
者
は
内
藤
氏
考
案

の
”ぐ
っ
す
り
体
操
“
を
体
験
。
椅
子

に
座
っ
て
首
や
肩
周
り
を
ほ
ぐ
し
た

り
、
胸
を
反
ら
し
て
上
半
身
の
緊
張
を

和
ら
げ
、安
眠
へ
の
備
え
を
実
践
し
た
。

組
合
の
澤
田
信
之
事
務
局
長
は
、

「
ス
ト
レ
ス
社
会
の
中
、
寝
具
と
睡

眠
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
寝
具

専
門
店
の
組
合
と
し
て
、
こ
う
し
た

機
会
を
数
多

く
設
け
た
い
」

と
述
べ
た
。

県
内
の
寝
具
小
売
、
製
造
、
製
綿
業

者
ら
一
七
六
社
で
構
成
す
る
静
岡
県
わ

た
寝
具
商
工
組
合（
芝
田
行
億
理
事
長
）

は
十
月
五
日
、静
岡
市
の
組
合
会
館
で
、

「
ス
ト
レ
ス
社
会
の
快
眠
術
」
を
テ
ー

マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
一
般
消
費
者
を
対
象
に
行
い
、
当

日
は
三
○
人
余
り
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
芝
田
理
事
長
は

「
人
生
の
三
分
の
一
は
睡
眠
時
間
と

言
わ
れ
て
い
る
。
眠
り
に
つ
い
て
の
知

識
を
得
て
、
健
康
な
毎
日
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
組
合
員
で
睡
眠
改

善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
S
B
S
学
苑

講
師
も
務
め
る
内
藤
朝と

も
こ子
氏
が
、
良
い

眠
り
の
条
件
や
健
康
な
睡
眠
を
確
保
す

る
た
め
の
習
慣
を
中
心
に
講
演
し
、
参

加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
。

そ
の
中
で
内
藤
氏
は
快
眠
に
必
要
な

こ
と
と
し
て

「
就
寝
時
の
体
温
を
下
げ
発
汗
を
促

す
た
め
吸
湿
発
散
性
の
良
い
寝
具
で
眠

る
。
就
寝
中
は
頻
繁
に
寝
返
り
す
る
の

▲県の産業振興策を述べる望月局長

中
小
企
業
施
策
を
組
合
運
営
に
活
か
す

　
　
組
合
事
務
局
代
表
者
会
議
を
開
催

静
岡
県
中
央
会
・
静
岡
県
職
員
協
会

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
元
気
に
な
ろ
う

快
眠
セ
ミ
ナ
ー
を
初
め
て
開
く

静
岡
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合

▲参加者全員で“ぐっすり体操”を実践

◀快眠のポイントを
　説く内藤氏
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組合活性化情報

静
岡
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
片

岡
博
昌
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、

P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
”木
と
森
の
こ
ど

も
情
報
館 

も
っ
く
ん
の
い
き
い
き
木

（
モ
ク
）
ト
ピ
ア
“
を
作
成
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
A
4
判
カ
ラ
ー

で
全
八
ペ
ー
ジ
で
”
木
と
豊
か
な
暮

ら
し
を
考
え
る
“
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
三

弾
。
”森
の
働
き
と
林
業
“
”生
物
多

様
性
と
森
林
“
”暮
ら
し
を
彩
る
木
材

た
ち
“
の
三
項
目
で
構
成
さ
れ
、
森
林

が
人
の
暮
ら
し
と
地
球
環
境
を
守
る
大

切
な
資
源
で
あ
る
こ
と
、
木
材
を
活
か

す
日
本
人
の
知
恵
な
ど
に
つ
い
て
、
グ

ラ
フ
や
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
分
か
り
易
く

解
説
。
関
連
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
紹

介
し
た
。

連
合
会
の
担
当
者
は

「
豊
か
で
楽
し
い
木
の
世
界
を
、
子

供
た
ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

作
成
し
た
。
親
子
で
一
緒
に
、
ま
た
学

習
の
副
教
材
と
し
て
幅
広
く
ご
活
用
い

た
だ
い
た
い
」
と
述
べ
る
。

な
お
連
合
会
で
は
、
希
望
者
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
頒
布
し
て
い
る
。

申
し
込
み
は
、
送
料
と
し
て
八
○
円

分
の
郵
便
切
手
を
同
封
し
、
①
資
料

名
、
②
郵
便
番
号
、
③
住
所
、
④
氏
名
、

⑤
年
齢
、
⑥
職
業
、
⑦
電
話
番
号
、
⑧

F
A
X
番
号
、
⑨
ご
覧
に
な
っ
た
掲
載

紙
名
を
明
記
の
上
、
左
記
あ
て
へ
の
郵

送
に
よ
り
受
け
付
け
て
い
る
。

〒
四
二
〇
－
八
六
〇
一

静
岡
市
葵
区
追
手
町
九
－
六

県
庁
西
館
九
階

静
岡
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

広
報
ス
タ
ッ
フ

☎
〇
五
四
－
二
五
二
－
三
一
六
八

静
岡
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
協
同
組

合
（
村
松
克
己
理
事
長
）
は
、
十
月
六

日
、
若
手
I
T
技
術
者
の
育
成
を
目
的

に
、
高
校
生
を
同
行
し
て
ア
ジ
ア
最
大

級
の
最
先
端
I
T
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

総
合
展
”シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
二
○

一
二
“
の
見
学
会
を
初
め
て
行
っ
た
。

当
日
は
、
科
学
技
術
高
校
、
静
岡
商

業
高
校
、
島
田
工
業
高
校
で
情
報
処
理

技
術
を
学
ぶ
一
〜
三
年
生
三
○
名
と
担

当
教
諭
、
組
合
関
係
者
の
計
五
○
名
が

参
加
し
た
。

会
場
の
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
で

は
、
参
加
者
は
五
人
一
組
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
組
合
員
の
I
T
技
術
者
が
務

め
る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
国
内
外
の
大
手
企
業
の
ブ
ー

ス
を
見
て
回
り
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
家

電
や
電
気
自
動
車
な
ど
を
通
し
て
最
先

端
の
技
術
に
触
れ
た
。

ま
た
、
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
車
内
で

は
、
組
合
員
が
I
T
業
界
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
し
た
り
、
生
徒
と
の
質
疑
応

答
や
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、
交

流
を
深
め
た
。

同
行
し
た
静
岡
商
業
の
教
諭
は

「
最
新
技
術
を
見
て
触
れ
た
こ
と
は
、

生
徒
た
ち
に
大
変
良
い
刺
激
と
な
っ

た
」
と
生
徒
の
今
後
に
期
待
す
る
。

今
回
の
見
学
会
は
、
県
教
育
産
業
振

興
会
と
の
共
催
で
行
っ
た
。

村
松
理
事
長
は

「
展
示
内
容
は
生
徒
さ
ん
た
ち
に

と
っ
て
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

I
T
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
を
掴
ん

で
く
れ
た
と
確
信
し
て
い
る
。
来
年
度

も
継
続
し
て
行
い
た
い
」
と
話
し
た
。

組
合
で
は
今
回
参
加
し
た
生
徒
が
提

出
す
る
感
想
文
を
も
と
に
、
今
後
の
事

業
展
開
に
反
映
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。▲技術者の説明に熱心に耳を傾ける高校生

▲子供たちにも分かりやすい内容に仕上がった

I
T
業
界
に
一
層
の
興
味
を

  
　
高
校
生
を
対
象
に
見
学
会

静
岡
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
協
同
組
合

木
と
豊
か
な
暮
ら
し
を
考
え
る

  

　
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

静
岡
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
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組合員から会計帳簿の閲覧・謄写請求がなされた場合、個人情
報を含むという理由だけでその請求を拒むことはできますか。Q
組合は正当な理由がある場合は閲覧・謄写請求を拒めるとされています
が、法律又は定款に規定した要件を満たす組合員からの閲覧・謄写請求
は「個人情報の保護に関する法律」の適用除外に該当することから、組合
員の当該請求を拒否するために個人情報の保護のみを理由とすることは正当な
理由に当たらないと解されます。
　なお、組合員の請求を拒否するに足りる「正当な理由」とは、書類の閲覧・謄写により知った内容を競
業者に通報しようとし、又は通報したことのある場合や、決算の事務のために組合が使用している場合など、
組合の利益を害し、又は不当な時期において請求があるときとされています。

A が、法律又は定款に規定した要件を満たす組合員からの閲覧・謄写請求
組合

組合運営組合運営

（平成24年9月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

● 製造業
・   ようやく猛暑もおさまり、焼き魚である“ひもの”も売上が伸びるこ
とを期待している。世界情勢不安定の中、日本経済の停滞が起こると
消費減退につながることが懸念される。（食料品）
・   中国より輸入減少が続く。生産量の縮小に歯止めがかかっている。
（繊維工業）
・   相変わらず厳しい状況が続く。10月は、荷動きのある時期、前年度並
み順調な推移を期待する。（木材・木製品）
・   例年より一段と厳しくなってきている。荷動きも鈍く地場生産量は
減少気味。（宗教用具製造業）
・   林野庁は、2013年度予算に搬出間伐を年52万ヘクタールに加速させ
るための概算要求をした。益々有効な川下の需要喚起対策が求めら
れる。（木材・木製品）
・   秋から年末へ向けての需要期になっていくが原料の古紙が少なく
なってきている。トイレ紙、ティッシュ製品における超安値の是非は
行われているが製品自体の値上げ成果はない。（紙・紙加工品）
・   前年対比は115%となった。ただし累計では10%減となっている。秋以
降出荷は順調に伸びるだろう。（窯業土石製品）
・   中国に関連工場を持つ会社は、悪影響がじわじわ生じてきている。
（一般機器）
・   中国との尖閣問題で既に積荷が税関でストップする事態が生じてお
り、今後の経済活動への影響が危惧される。早期の政治決着を望む。
（一般機器）
・   四輪車は、昨年と比較してエコカー補助金終了前のかけこみ需要は
なく、全体の販売状況は中間期末の月としては低調。エコカー補助金
終了後の影響は、未だ見えていないが、向こう３カ月の生産計画は、
縮小傾向になっており、先行き不透明。（輸送用機器）
・   原油高の影響や原材料の高騰が負担になってきている。（輸送用機
器）
・   ７・８月頃に比べると受注は半減し、状況は良くない。各イベントも
売上は伸びないが、付加価値の高いもの、他社でできない技術力のあ
るものは、求められている面もある。業界の技術力アップは必要。（漆
器製造業）

● 非製造業
・  例年９月は出荷量が増加するが、本年は建設・土木とも物件が少なく

民間需要も依然として低調。９月としては過去最低の出荷量となっ
た。上期を通しても出荷量は、対前年費8.1%の落ち込みとなった。（セ
メント卸売業）
・ 前年同月対比94%、数量的には変化なし。（その他の卸売業）
・  商材不足が全般に渡って入荷しない厳しい状況になっている。10～
12月全連ではLED照明に10万台キャンペーン実施。電流通６社の後
援のもと省エネ家電フォーラムと連携し販売施策を積極的に提案す
る。（機械器具小売業）
・  旧銀座会館の解体工事が始まった。アスベストを使っているので解
体に時間がかかり年内かかる見通し。跡地の問題あり。（各種商品小
売業）
・  ９月29・30日に七・呉・丹イベントを開催。30日は台風のため14時には
終了となり残念だった。９月21日「商店街キャラバン」があり、鈴木中
小企業庁長官が来静し、呉服町・七間町を視察。（各種商品小売業）
・  全くの不景気。土・日・祭日の人通りは少ない。普段の日の方が人の
動きがあり、週末は家族で大型店へ買い物に出かける。９月４・５日
の両日長野県小布施町へ視察研修を実施。まちづくりに大変参考と
なった。（各種商品小売業）
・ 販売価格の低下（各種商品小売業）
・  ただいま昭和線道路整備事業まっただ中のため、車・歩行者ともに通
行しにくい状況。その影響により客足は遠のき各店厳しい状況が続
いている。全ての工事が終了するまで悪影響が続くことが予想され
る。（各種商品小売業）
・  多少だが動きが戻った感じ。沿岸部は相変わらず価格がつかない所
が多い。（不動産取引業）
・ 前年同月と比べ変わりなく状況は良くない。（廃棄物処理業）
・ ８月に１件廃業した。（宿泊業）
・  引き続き、足元の案件の量については増えているが、反面技術者不足
も顕著になっており、需給のバランスが崩れている状況。この点につ
いては、組合として「共同求人」などを再検討して、積極的な人材確保
と育成に力を入れるべきとの声が上がった。（情報サービス業）
・  今年度は、昨年のような降雨災害復旧工事の発注量は少ない。公共工
事にあっては、投資的経費拡大に期待。（総合工事業）
・  ９月は決算月であるにもかかわらず、月末の一時期に荷動きが活発
化しただけで全体的な荷動きは低速し、昨年より景況感は悪い。軽油
価格も昨年に比べて14円/ℓ程高く収益を圧迫している。（運輸業）

業界の声 対象17業種より抜粋
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○ ９月の前年同月比のDI値は、「売上高」「収益状況」「業界の景況」の主要３指標について悪化したが、そ
の他の項目は「在庫数量」「販売価格」「取引条件」「雇用人員」の４項目において改善した。
○製造業は、前月との比較で「在庫数量」「販売価格」「取引条件」の３項目において改善した。
○非製造業では、前月との比較で「在庫数量」「販売価格」「資金繰り」「雇用人員」の４項目において改善した。
○ 日中関係の悪化や原油価格の上昇という新たなリスク、更には依然として続く円高による輸出への影響等、
先行きに不安を抱える状況が続いている。

今月の業界状況を主要三指標の前年同月比DI値で見ると、売上高－40.2（８月－24.1）、収益状況－44.9（同
－34.5）、業界の景況－42.5（同－34.5）となった。「売上高」「収益状況」「業界の景況」の主要３指標につ
いて悪化した。その他の項目は在庫数量－19.6（同－3.3）、販売価格－17.2（同－29.9）、取引条件－15.0（同
－16.1）､ 資金繰り－25.3（同－23.0）､ 設備操業度－25.6（同－17.9）、雇用人員－18.4（同－19.6）となり４項
目において改善した。

概　況
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-50.0
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-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

売上高
収益状況
業界の景況

H15.10.1 H16.10.1 H17.10.1 H18.10.1 H19.10.1 H20.10.1 H21.10.1 H22.10.1 H23.10.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H24.09 －40.2 －19.6 －17.2 －15.0 －44.9 －25.3 －25.6 －18.4 －42.5

DI値

H24.08 －24.1 －3.3 －29.9 －16.1 －34.5 －23.0 －17.9 －19.6 －34.5

H24.08→H24.09 －16.1↓ －16.3↓ 12.7↑ 1.1↑ －10.4↓ －2.3↓ －7.7↓ 1.2↑ －8.0↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ
主要3指標において悪化
～日中関係の悪化や原油価格の上昇といった新リスクの影響も～

組合活性化情報
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次世代育成支援・障害者雇用　対応融資
少子化対策・障害者雇用支援貸付をご利用ください

静岡県次世代育成支援認証企業が融資対象になり
ました！
ワーク・ライフ・バランスに取り組んだり、障害者

を雇用している中小企業向けの制度融資です。

融資利率　年1.6%　　融資限度額　7,000万円
静岡県次世代育成支援認証企業とは？
仕事と家庭の両立を図るための職場環境づくりや
男女共同参画社会づくり等に積極的に取り組んでい
る企業として、県に認証された企業、団体等をいい、
個人事業主、会社、組合も対象になります。

認証制度のお問い合せは…
静岡県こども未来課　TEL：054-221-2037

Q：どのような目的に利用できるの？
A：静岡県次世代育成支援企業は、通常の事業に必
要な資金として利用できます。
　一般事業主行動計画の届出を出した事業者は、計
画の実施のために必要な資金として利用できます。
（例）多機能トイレの設置、授乳コーナーの設置など

　障害者の雇用を検討している事業者は、新たに障害者
を常用雇用するために必要な資金として利用できます。
　既に障害者を雇用している事業者は、障害者を常
用雇用するために必要な資金として利用できます。

（例）雇用する障害者が使用する機械の設置など
※�一般事業主行動計画とは、仕事と家庭の両立を支援するため
の雇用環境整備について事業主が策定し、静岡労働局長に届
出するものです。

　県制度融資は、県が金融機関に利子補給するこ
とで、利用者が低利で融資を受けることができま
す。また、信用保証協会の協力を得て、保証料も
割安になっています。

「少子化対策・障害者雇用支援貸付」の概要
（平成24年4月1日現在）

区　分 内　　　　　容

融資対象者

県内において原則として1年以上継続して同
一事業を営んでいる中小企業者、組合であっ
て、次のいずれかに該当するもの
ア　�次世代育成支援対策推進法に基づき一
般事業主行動計画を策定し、都道府県労
働局長に届出をしたもの

融資対象者
イ　�静岡県次世代育成支援企業として認証を
受けたもの

ウ　新たに障害のある方を常用雇用するもの
エ　障害者雇用率が1.8%を超えているもの

資金使途

ア　�一般事業主行動計画の実施に必要な設
備資金及び運転資金

イ　�静岡県次世代育成支援認証企業の事業
に必要な設備資金及び運転資金

ウ　�新たに障害のある方を常用雇用するため
に必要な設備資金及び運転資金

エ　�障害のある方を常用雇用するために必要
な設備資金及び運転資金

融資限度額 7,000万円
融資利率※ 年1.6%【固定金利】

保証料率※
金融機関が必要と認めた時は、県信用保証協
会の保証付きとし、年0.3%〜1.3%（有担保
の場合0.1%割引）

融資期間
（据置期間） 10年以内（1年以内）

償還方法 元金均等月賦償還又は元利均等月賦償還
担保及び保証人 金融機関及び県信用保証協会の取扱いによる
ホームページ http：//www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-540/seido/shou_000.html

※�特別小口保証を利用する場合は、融資利率年1.5%、保証料率
年0.7%となります。
・	お申込は、下記の申込窓口までお願いします。
・		お申込みに際しては、金融機関の融資審査及び信
用保証協会の保証審査があり、ご希望に添えない
場合がございます。

申込窓口・お問い合せ先
静岡県内各取扱金融機関、商工会議所、商工会、
（公財）静岡県産業振興財団、静岡県中小企業団体
中央会、静岡県経済産業部商工金融課

（054-221-2513）

※�本貸付は、国又は（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構が
実施している障害者の雇用に関する助成金と併用できます。

（助成金についてのお問い合せ先）
【両立支援】静岡労働局雇用均等室

（054-252-5310）
【障害者】静岡労働局職業対策課

（054-271-9970）
又は静岡高齢・障害者雇用支援センター

（054-205-3307）
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はやぶさ機器開発者の講演会を開催します
興味のある方はぜひご参加ください！（無料）

1. 講　師
水野　貴秀（みずの　たかひで）氏
（独）宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所
	 宇宙機応用工学研究系　准教授

2. テーマ
はやぶさ機器開発者
（レーザー高度計開発担当）が語る！

「レーザーで距離をはかる」
〜探査機「はやぶさ」のライダー開発〜

2010年６月13日、小惑星探査機「はやぶさ」は、オー
ストラリアのウーメラ砂漠に美しい流れ星となって帰
還、月以外の天体からは世界で初めてとなる、小惑
星との往復と表面物質の採取に成功しました。
「はやぶさ」は小惑星への着陸のために、レーザー
を使って距離を測るレーザー高度計（ライダー）を持っ
ています。
講演ではこのライダーの開発を中心に、宇宙開発

の楽しさやきびしさをお話しされます。
また、たいへん理想的に発見されたために、報道
ではほとんど取り上げられていない、帰還したカプセ
ルをどのように捜したのか？についても少しお話しさ
れる予定です。

3. 日　時
平成24年11月28日（水）午後3時〜5時
4. 会　場
静岡市東部勤労者福祉センター「清水テルサ」
（〒424-0823	静岡市清水区島崎町223）

5. お申込方法
問合せ先へ直接電話で申し込んでください。

6. その他
この講演は、静岡県職業能力開発促進大会の第２
部として開催するものです。

お問い合せ先
静岡県職業能力開発協会　TEL：054-345-9377

静岡県産業廃棄物適正処理推進研修会
（排出事業者向け）開催のご案内

県では産業廃棄物の適正処理を推進するため、産
業廃棄物排出事業者の皆様を対象とした研修会を開
催いたします。本研修会では、廃棄物処理法の概要、
３Ｒの推進（事例紹介）、排出事業者の実務等につい
て御説明します。参加費は無料です。
ぜひ御参加ください。

1. 開催日時及び会場

2. 研修内容
・廃棄物処理法の概要について
・３Ｒの推進について（事例紹介）
・排出事業者の実務について

3. 参加申込方法
静岡県のホームページ（廃棄物リサイクル課ペー

ジ内の“産廃掲示板”に掲載）から申し込んでください。
EメールまたはFAXでも申込可能です。詳しくは各組
合または下記までお問合せください。

廃棄物リサイクル課ホームページ
http://www.pref.shizuoka.jp/kankyou/ka-040/index.html

お問い合せ先
静岡県くらし・環境部環境局
廃棄物リサイクル課　産業廃棄物班
　　TEL：054-221-2424　FAX：054-221-3553
　　Email：hai@pref.shizuoka.lg.jp

地区 日時／会場 会場定員

東部

平成24年12月12日（水）
13：30〜16：00
沼津市高島本町1番3号
　沼津労政会館　ホール

160名

中部

平成24年11月15日（木）
13：30〜16：00
静岡市葵区駿府町1番70号
静岡県総合社会福祉会館　
　シズウエル703会議室

216名

西部

平成24年11月28日（水）
13：30〜16：00
掛川市御所原17番1号
　掛川市生涯学習センター

140名
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共
有
施
設
や
各
社
の
建
物
等
の
建
設
に

は
高
度
化
資
金
を
活
用
し
た
も
の
の
、

用
地
の
購
入
費
用
は
全
て
組
合
員
の
自

己
資
金
で
賄
っ
て
い
る
。

「
確
か
に
資
金
の
工
面
は
大
変
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
組
合
員
に

強
い
結
束
力
を
生
ん
だ
の
で
す
。
こ
の

こ
と
は
半
世
紀
が
経
過
し
た
現
在
で
も

団
地
の
伝
統
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
共
同
化
の
大
き
な
効
果
で
し
ょ

う
ね
」。

理
事
長
経
験
者
で
あ
る
金
子
嘉
伸
氏

は
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
語
る
。

昭
和
三
八
年
に
団
地
の
造
成
が
完
了

し
、
同
年
末
に
は
共
同
受
電
施
設
も
完

成
。
そ
の
後
、
組
合
員
が
順
次
進
出
を

始
め
、
昭
和
四
○
年
末
に
は
全
企
業
が

団
地
内
に
出
揃
っ
た
。

昭
和
四
三
年
に
は
、
組
合
の
隣
接
地

域
に
、
福
利
厚
生
施
設
で
あ
る
物
見
山

球
場
を
開
設
。
組
合
の
納
涼
祭
や
野
球

大
会
を
は
じ
め
組
合
員
企
業
の
運
動
会

や
野
球
部
の
練
習
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
た
。

遠
藤
事
務
局
長
は

「
最
近
で
は
、
組
合
や
組
合
員
の
利

用
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
周
辺
の
宅

地
化
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は

富
士
宮
市
に
無
償
で
貸
与
し
、
市
民
が

利
用
し
て
い
ま
す
」
と
近
況
を
語
る
。

一
方
、
主
要
事
業
で
あ
る
共
同
受
電

事
業
は
、
組
合
員
の
利
用
量
が
年
々
増

加
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和

五
四
年
一
○
月
、
高
度
化
資
金
を
導
入

し
て
特
別
高
圧
受
電
所
を
設
け
、
翌
年

三
月
に
受
電
を
始
め
た
。
昭
和
三
八
年

の
共
同
受
電
開
始
当
時
と
比
べ
る
と
、

受
電
電
圧
は
十
倍
、
契
約
電
力
は
三
○

倍
近
く
と
大
き
く
増
幅
さ
れ
た
。

組
合
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
も
進
め
て
い
る
。

組
合
員
か
ら
排
出
さ
れ
る
古
紙
類
を

組
合
に
集
め
、
専
門
業
者
が
回
収
。
業

者
は
紙
ひ
も
に
交
換
し
、
そ
れ
を
組
合

員
が
排
出
時
に
利
用
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
た
。
ち
な
み
に
昨
年
度
の
回
収
量

は
、
約
三
四
ト
ン
に
上
る
。

日
本
一
の
霊
峰
、
富
士
の
麓
に
位
置

す
る
富
士
宮
市
。
そ
の
市
街
地
に
隣
接

す
る
地
域
に
構
え
る
富
士
宮
鉄
工
団
地

協
同
組
合
は
、
昨
年
、
創
立
五
○
周
年

を
迎
え
た
。

昭
和
三
六
年
、
県
内
で
静
岡
機
械
金

属
工
業
団
地
協
同
組
合
、
浜
松
鉄
工
団

地
協
同
組
合
に
次
い
で
三
番
目
、
東
部

地
区
で
は
初
の
団
地
組
合
と
し
て
誕
生
。

組
合
員
は
自
動
車
部
品
の
製
造
を
中

心
に
、
工
作
機
械
や
各
種
部
品
メ
ー

カ
ー
な
ど
、
鉄
工
関
連
業
種
を
営
む
事

業
所
。
富
士
宮
市
内
を
中
心
に
、
一
部

は
富
士
市
内
か
ら
進
出
し
た
メ
ン
バ
ー

が
加
わ
っ
た
。

県
内
の
工
業
団
地
組
合
に
お
い
て

は
、
用
地
の
購
入
や
共
有
施
設
、
各
社

の
建
物
等
の
建
設
に
あ
た
り
高
度
化
資

金
等
の
公
的
資
金
を
活
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

し
か
し
、
富
士
宮
鉄
工
団
地
で
は
、

住　所／ 418-0001
 富士宮市万野原新田3704-1
理事長／髙﨑尚紀
組合員／12人

設　立／昭和36年12月20日
T E L ／0544-27-1821

自
己
資
金
で
の
用
地
購
入
が

強
固
な
結
束
力
を
生
む

共
同
受
電
事
業
を
中
心
に

事
業
を
展
開

富
士
の
麓
で
半
世
紀

強
い
結
束
力
で

新
た
な
飛
躍
を
目
指
す

富
士
宮
鉄
工
団
地
協
同
組
合

▲創立50周年を祝った記念式典

▲（左から）赤池職員、髙﨑理事長、金子元理事長、遠藤事務局長
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長
い
歴
史
を
持
つ
組
合
も
、
大
き
な

課
題
も
抱
え
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
組
合
員
の
脱
退
が
あ
っ

た
時
で
も
、
隣
接
す
る
組
合
員
が
跡
地

を
引
き
受
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
も
限
界
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

組
合
の
名
称
に
”
鉄
工
団
地
“
と
あ

り
、
定
款
で
も
組
合
員
資
格
が
”機
械

金
属
工
業
を
行
う
事
業
者
“
と
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
一
、
空
き
用

地
が
出
た
場
合
、
進
出
企
業
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て

い
く
だ
け
。
一
刻
も
早
く
手
を
打
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
悩
み
を
打
ち

明
け
る
髙
﨑
理
事
長
。

「
工
業
団
地
は
言
わ
ば
”運
命
共
同

体
“。
脱
退
し
た
組
合
員
の
後
釜
と
な

る
企
業
を
早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
、
組

合
の
み
な
ら
ず
組
合
員
の
命
運
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
」
と
金
子
氏
も
ま
た
、

力
を
込
め
て
語
る
。

組
合
で
は
、
今
後
、
製
造
業
の
企
業

を
広
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
定
款
の
変
更
を

は
じ
め
と
す
る
関
連
事
項
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

組
合
員
の
後
継
者
に
も
、
こ
う
し
た

状
況
へ
の
危
機
感
か
ら
新
し
い
動
き
が

生
ま
れ
た
。

「
節
目
の
年
で
あ
る
昨
年
、
全
組
合

員
の
後
継
者
で
”事
業
継
承
者
の
会
“
 

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
三

代
目
が
多
く
、
年
代
も
三
○
〜
四
○
歳

代
が
中
心
で
す
。
私
も
一
会
員
と
し
て

参
加
し
、
事
業
の
継
承
を
含
め
、
組
合

の
将
来
像
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い

ま
す
」（
髙
﨑
理
事
長
）

金
子
氏
も

「
こ
う
し
た
若
手
の
動
き
は
組
合
と

し
て
も
大
変
心
強
い
で
す
ね
」
と
大
き

な
期
待
を
寄
せ
る
。

半
世
紀
の
歴
史
を
誇
る
富
士
宮
鉄
工

団
地
協
同
組
合
。
長
年
培
わ
れ
た
結
束

力
で
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な

隘
路
に
立
ち
向
か
い
、
将
来
へ
の
展
望

を
築
き
上
げ
て
い
る
。

▲組合全景。周辺は宅地化が進んできている

組合活性化情報

大
き
な
課
題
に
も

力
を
合
わ
せ
て
対
処
す
る

2013年「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」のご案内

静岡県中央会では、新春恒例の行事となりました「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」を下記のとお
り開催いたします。
新年が大いなる飛躍の年となりますよう、決意を新たにする交流の機会として頂ければ幸いです。
多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

◇開  催  日  程

■第1部「組合トップセミナー」
14：30～ 開会
14：50～ 新春講演（基調講演）

■第2部「新春賀詞交歓会」
16：30～18：00 交流会

◇会       場 ホテルセンチュリー静岡（JR静岡駅南口徒歩3分）

◇基  調  講  演 テーマ 「2013年 日本経済の展望～地方活性化のために～」
講 師 萩谷　順（はぎたに　じゅん）氏

法政大学教授／ジャーナリスト

◇参   加   費 お一人 15,000円

◇お問合せ・お申込み 静岡県中小企業団体中央会 連携組織課 担当：大谷
TEL. 054-254-1511
FAX. 054-255-0673

平成25年1月16日（水）
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静岡県中部青年中央会
副会長
中村 祐

株式会社コーポレイド・コンサルタント
代表取締役

教
と
育

経
営
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
さ
ん
で

よ
く
耳
に
す
る
セ
リ
フ
。「
教
え
た
通
り
に
や
ら
な
い
ん
だ
よ
！
」

「
何
回
も
教
え
て
い
る
の
に
、
だ
め
な
ん
だ
よ
な
」。
上
司
が
部

下
に
対
す
る
セ
リ
フ
で
す
。

教
え
た
通
り
に
や
ら
な
い
の
は
、
教
え
た
通
り
に
「
育
っ
て

い
な
い
」
の
で
す
。
つ
ま
り
「
教
育
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
教
え
る
」
だ
け
の
こ
と
を
教
育
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。
教
育
と

は
、
教
え
る
こ
と
と
育
つ
こ
と
が
両
立
し
て
初
め
て
そ
の
意
義

を
な
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?
強
力
な
人
材
を
好
待
遇
で

雇
用
す
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
中
小
企
業
の
場
合
、
な
か
な
か

そ
こ
ま
で
の
資
源
を
準
備
す
る
こ
と
は
厳
し
い
で
し
ょ
う
。
今

あ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
か
ら
始
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

教
え
方
が
一
つ
で
良
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
つ
で

ダ
メ
な
ら
、
二
つ
目
、
三
つ
目
の
教
え
方
を
準
備
し
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
か
?
言
葉
で
教
え
て
ダ
メ
な
ら
、
文
字
手
順
書
、

文
字
手
順
書
が
ダ
メ
な
ら
漫
画
入
り
手
順
書
。
そ
れ
が
ダ
メ
な

ら
動
画
。
そ
れ
が
ダ
メ
な
ら
張
り
付
き
O
J
T
！
基
準
が
教
え

る
側
で
は
な
く
、
受
け
る
側
に
お
い
た
ら
お
の
ず
と
答
え
が
出

や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。「
教
え
方
」
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、「
育

つ
」
が
見
え
て
く
る
と
良
い
で
す
ね
。

今月号は10月11日に行われた第58回静岡県
大会を特集した。
大会のテーマは “組合　絆　ルネサンス”。 

これは昨秋、福島県での全国中央会トップセ
ミナーで採択された「トップセミナー宣言 in 
Fukushima」に盛り込まれ、全国中央会特別委
員会で “中央会の合言葉” とされたものである。
この合言葉の具現化を図られているのが、今
大会でコーディネーターを務めていただいた全国

中央会の眞鍋隆専務理事。全国の中央会指導員
1千人の力の結集を提唱し、“絆で創る中央会”
の実現に奔走されている。
大会での「中央会が総合商社的な役割を果た

し、全国3万5千組合、300万社から成る中央
会の絆を活用して組合間連携によりビジネスチャ
ンスを見出す」という眞鍋専務の言葉こそ、我々
の使命であり活路である。気を引き締め、その
実現に取り組みたい。 （中村）

読者プラザ
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   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
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 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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